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1. 緒言 
 遅発中性子先行核を考慮した時間依存中性子拡散方程式は時間 0 ≤ 𝑡𝑡 ≤ 𝑇𝑇 に対して次式で与えられる。 
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 (1.1)の拡散方程式の右辺の第 3項と第 4項を 𝑄𝑄𝑑𝑑 とおく。内積、𝐿𝐿2ノルムおよび双線型形式を定義する。 
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 また、双線型形式が楕円的、もしくは強圧的、すなわち、𝑎𝑎(𝜙𝜙,𝜙𝜙) ≥ 𝛾𝛾�|𝜙𝜙|�
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 となるような 𝛾𝛾 > 0 が存在する

と仮定する。さらに、すべての 𝑣𝑣 ∈ 𝑊𝑊0
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となるような(1.1)の弱形式から 𝜙𝜙(𝑥𝑥,𝐸𝐸, 𝑡𝑡) を見つける問題を考える。 

 

2. 時間大域解の存在と一意性 
定理 2.1  𝛽𝛽 = 0 とし、𝜙𝜙(𝑥𝑥,𝐸𝐸, 𝑡𝑡) を(1.2)の解とする。そのとき、𝜙𝜙(𝑥𝑥,𝐸𝐸, 𝑡𝑡) は、ある正定数 𝐶𝐶1, 𝐶𝐶2 が存在して 
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を満足する。 

 不等式(2.1)から時間大域解が、𝐿𝐿2ノルムで初期条件および線源により上から評価でき有界であることがわかる。

もし、𝜙𝜙0 = 𝑄𝑄 = 0 ならば、(1.2)の弱形式は唯一の自明解があることが導ける。このようにして、定理 2.1は(1.2)

に対する解の一意性を示すことができる。 

 𝛽𝛽 ≠ 0 の場合、ある核分裂中性子は直ぐには放出されないが、ある時間遅延で放出される。この場合、解は初

期条件と線源項はもちろん中性子束の既往歴に依存する。 
 
3. 今後の課題 
 𝛽𝛽 ≠ 0 の場合、(1.1)の大域解の存在と一意性の証明は可能と思われるが、これを証明することである。 
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